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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，公益社団法人日本

保安用品協会（JSAA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格

を改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，厚生労働大臣及び経済産業大臣が改正

した日本工業規格である。これによって，JIS T 8121-2:2007 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。厚生労働大臣，経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の

特許出願及び実用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS T 8121 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS T 8121-1 第 1 部：鎖かたびら手袋及びアームガード 

JIS T 8121-2 第 2 部：鎖かたびら以外の材料からなる手袋及びアームガード 

JIS T 8121-3 第 3 部：布はく，皮革その他の材料の衝撃切創試験 
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日本工業規格          JIS 
 T 8121-2：2018 
 

防護服－ハンドナイフによる切創及び突刺しきずを

防護するための手袋及びアームガード－第 2 部：鎖

かたびら以外の材料からなる手袋及びアームガード 

Protective clothing-Gloves and arm guards protecting against cuts and 

stabs by hand knives-Part 2: Gloves and arm guards made of material 

other than chain mail 

 

序文 

この規格は，2003 年に第 1 版として発行された ISO 13999-2 を基に作成した日本工業規格であるが，我

が国の実情を反映させるため，技術的内容を変更して作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。変更の一

覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，鎖かたびら，硬質金属，硬質プラスチック以外の材料でできている耐切創性能をもつ手袋，

アームガード及び防護スリーブの設計，耐切創性能，突刺し抵抗及び人間工学上の特性に関する要求事項

について規定する。これらは，JIS T 8121-1 に規定する製品よりも耐切創性能及び突刺し抵抗が劣るため，

刃の先端から 20 mm の部分における刃幅が 12.5 mm を超えるナイフを使用する場合，並びにナイフが手及

び腕に向かって動かされない作業で使用する場合だけを対象とする。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 13999-2:2003，Protective clothing－Gloves and arm guards protecting against cuts and stabs by 

hand knives－Part 2: Gloves and arm guards made of material other than chain mail（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”

ことを示す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS L 0001 繊維製品の取扱いに関する表示記号及びその表示方法 

注記 対応国際規格：ISO 3758，Textiles－Care labelling code using symbols（MOD） 

JIS L 1930 繊維製品の家庭洗濯試験方法 

注記 対応国際規格：ISO 6330:2012，Textiles－Domestic washing and drying procedures for textile 

testing（MOD） 


